
久保地尾根遺跡から平雫後期の遺物

棒状の鉄製品も出土

久保地尾根遺跡から出土した平

鯛
酎
桐
窮
3
m
超
の
遺
構
墓
の
可
能
性

原
村
教
墓
曇
が
行
っ
た
久
保
地
尾
根
遺
跡
（
原
村
室
内
）
の
発
掘
調
査
で
、
竪
穴

か
ら
萎
時
代
後
期
の
遺
物
が
出
土
し
、
そ
の
う
ち
用
途
不
明
の
棒
状
の
鉄
警
節
見
つ

か
っ
た
。
屈
跡
で
鉄
鷲
の
発
掘
は
初
め
て
。
村
教
委
文
化
財
係
に
よ
る
と
、
諏
訪
地

域
で
も
類
似
し
た
も
の
は
な
く
「
か
な
り
珍
し
い
遺
物
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
い
、

今
後
分
析
し
て
い
く
。
ま
た
同
係
は
、
遺
物
が
出
土
し
た
竪
穴
は
現
層
で
墓
の
可
能
性

が
高
い
と
考
察
。
同
時
期
の
3
㍍
を
超
え
る
大
型
の
墓
は
諏
訪
地
域
で
は
見
つ
か
っ
て
お

ら
ず
、
遺
構
と
し
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
　
　
（
町
田
陽
）

約
3
巧
。
今
後
、
県
立
歴
史
館
（
千

曲
市
）
で
Ⅹ
線
な
ど
の
分
析
を
行

う
予
定
で
、
県
内
外
で
も
珍
し
い

出
土
例
か
調
べ
て
い
く
と
い
う
。

こ
の
ほ
か
竪
穴
か
ら
は
、
土
師

甜
療
雛
軸
鴨
醐
垢

5
点
、
鉄
製
品
（
刀
子
、
毛
抜
き
）

同
遺
跡
の
調
査
は
1
9
9
4
年

か
ら
本
格
的
に
開
始
。
こ
れ
ま
で
、

縄
文
時
代
の
土
器
や
住
居
跡
、
平

安
時
代
の
土
器
な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
宅
地
造
成
に
伴
う
今
回

の
調
査
は
3
月
下
旬
～
4
月
中
旬

に
か
け
て
実
施
し
た
。

不
明
の
鉄
製
品
は
、
竪
穴
の
中
央

付
近
、
地
表
か
ら
深
さ
約
8
0
巧
で
出

土
。
全
体
が
さ
び
で
覆
わ
れ
て
お

り
、
片
側
の
先
端
に
は
ソ
ケ
ッ
ト

が
み
ら
れ
る
。
さ
び
が
あ
る
状
態

で
長
さ
約
2
7
琴
、
幅
約
4
琴
、
厚
さ

約
2
・
6
琴
、
ソ
ケ
ッ
ト
の
直
径

机－
－
．

2
点
が
出
土
し
た
。
　
　
　
■

竪
穴
は
、
か
ま
ど
や
柱
穴
な
ど

が
見
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
や
出
土

品
な
ど
か
ら
墓
と
考
え
ら
れ
る
と

い
う
。
約
3
。
×
2
㍍
の
大
き
さ
で
、

平
安
時
代
後
期
（
1
0
～
1
1
世
紀
代
）

の
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
係
は
、

墓
で
あ
っ
た
場
合
、
規
模
や
出
土

し
た
遣
物
の
内
容
か
ら
「
こ
の
辺

り
で
も
有
力
者
・
権
力
者
の
人
の

墓
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
」
と
推
測
。
遣
物
も
含
め

て
調
査
を
進
め
、
今
年
度
中
に
は

報
告
書
を
ま
と
め
る
予
定
と
い
う
。

ト
鉄
製
品
な
ど
遺
物
が
出
土
し
た

竪
穴
（
原
村
教
育
委
員
会
提
供
）


